
レスポンシブル・ケアに関する行動指針

１．製品の全ライフサイクルにおいて、安全及び健康を確保し環境保全の観点から、事業活動を継続的に見
直すとともに改善に努める。

２．生産活動において、従来型の環境保全はもとより、原料転換、省エネルギー、廃棄物の削減・再資源化、
化学物質の排出量削減等を推進し、地球環境との調和による循環型社会の持続的発展に努める。

３．新製品開発、新規事業、設備の新設・増設・改造において、安全と健康の確保及び環境保全に配慮する。

４．安全と健康の確保及び環境保全や環境負荷低減に寄与する研究開発、技術開発を推進し、代替製品・
新製品の事業化の推進を図る。

５．製品や取扱い物質の安全・健康・環境面の影響に関するリスク評価及びリスク最小化を図るとともに、安
全な使用と取扱いに関する情報を、ステークホルダーに提供する。

６．海外事業、技術移転、製品の国際取引において、安全と健康の確保及び環境保全に配慮する。

７．国際規則及び国内関係法令等を遵守するとともに、国際関係機関、国内外の行政機関等への協力に努
める。

８．安全と健康の確保及び環境保全に関する諸活動に積極的に参加するとともに，社会との対話を深め、理
解と信頼の向 上に努める。


